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　10月 1日（土）、市制施行116周年・特例市移
行記念式典を開催し、今年度の市政功労者の表彰
と特例市への移行を記念して講演会を行いました。
　式典では、竹内市長が「本市の発展にご尽力いた
だいた皆様方に深く敬意と感謝を申し上げるととも
に、山陰初の特例市となり、今後とも大きく、力強
く発展していくために、一層のご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げます」とあいさつ。
　その後、一般功労者53人、自治功労者16人に
表彰状と記念品が手渡されました。また、平成16
年秋および平成17年春の叙勲、褒章受章者37人
には、その功績をたたえ、記念品が贈られました。
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 市政功労者 69 人を表彰
 山陰初、特例市へ移行
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